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国土交通省の重信)11出張所の方が、ウマノスズクサの生育地を 3ケ所教えてくだ

さいました。しかも今年は、その場所だけ初夏の草刈りを見合わせておいていただ

きましたコおかげでウマノスズクサの生育状態がよくわかりました。草刈りをしな

かった場所は、クズやイタドリなど大型の草がそのあたりを覆うように猛烈に育っ

ていました3 もちろん、ウマノスズクサも大きく育っているし、ジャコクアゲ、ハの

幼虫もいました。草刈りをしfこ場所で、も lケ月もすれば少し遅れて育っていました。

どうやら草刈りをほどほどにしているのがいいような気がします。

上村大橋あたりに比べてジャコウアゲハの幼虫の数辻少ないような気がしまし

たが、サナギになるのに適した場所が少ないのかとも思います。が、それぞれの場

所では他にも蝶やバッタやトンボなど何題類も飛んでいて楽しい患いをしましたυ

今までは車で通り過ぎていた場所ですが、今同歩いてみて好きになりましたっ

(K • K) 
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9月定例会 愛援県抵産業研究センター見学

残暑厳しい 9月3日〈土〉、 2004年度4月・ 8月に予定していて、休館目

だったり、台風だったりで行くことができなかった川之江方面〈四国中央奄}

へ活動会員 3人で出かけました。せっかく出かけるのだからと、今治のOさ

んから f今治・蛇越地湿地のサギ草』が見頃との情報に、まずはそちらへ白

国道 196号線沿いの分かりやすい場所で、払たちが到着した10時頃には

すでに 20人ほどの見物の人が来ていました。聞われた極地の所々にまとま

って真っ白なサギ草が可憐に咲いていました。鉢植えのもので見たことはあ

ったのですが、自然の中でひっそりと咲いている光景は「一見の価値あり」

といったところでしょうか。会報51号が発行される頃には、残念ながら時期

は終わってしまっていると患いますが、来年のこの時期のお棄しみと言う事

で〈私は 6.....7月頃トキ草というピンク系の花も見てみたいなぁと思ってい

ます〉。ただ、人為的に持ち込まれたらしい、非在来植物が生育していて生

態系への影響が懸念されるとの新聞記事に、保護に尽力されている方々のこ

とを思うと胸が痛みます。この夏、子供達の簡でカブトムシやクワガタムシ

の大ブームにより、梅外から多くの昆虫が輸入され大売れしているらしいの

ですが、飽きて自然に捨てられたら。すでに交配種らしき昆虫が見つかって

いると取扱業者がコメントしていました。ベットとして銅われているニシキ

ヘピ・サソリが違げ出したり、琵琶湖でピラニアが捕獲等のニュースを見る

度、個人的晴好を否定するつもりはありませんが、責任を持って扱って欲し

いものです。 20分程楽しみ、高速記乗り、次の目的地四国中央市へ。

三島111之江1.C.を下りて5分程の場所に、愛媛県鉱産業研究センターはあ

りました。完成して2年程らしいのですが、素敵なホテルのような立振な施

設は、管理研究棟・研究交流棟・実験棟に分かれていて、頂いた資料よると‘

〈運営理念〉新しい時代に向けた県内紙産業の技術の高度化を支援して本県

の紙産業の振興を図るとともに、小中学生の体験学習や社会人の生涯学習な

ど県民の幅広い利用に供して紙全般に対する県民の理解と関心を深めます。
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〈葉著書離要〉

1.紙技舗の試験輯究 市場時ニーズと企業のニーズに蕗じて、新しい技舗

の掛究開発します。事正設事監の輯究開発@事時期工技輔の輔究開発@自世代接

離を〉研究開発@構韓時的研究体鵠

1 離産業の技鑑支聾 技鯖者の養成(講議@講習@研毒事会}技構構事量的霊童

供@試験分軒の実纏(鰻頼試験)新鋭韓器の関車主〈韓器事i用〉謹講話朝議@

共開覇究@試作品づくり・製品開発の受託研究@転車車鏡鑑の韓議

正紙文化の普及轄発 手主義語@水引体験@離の麗示学習コーナー

と註っています。私たちは主に研究交錯鞭〈県内産轄本醸摺〉見学しました口

玄関ホール正面にある水引モニュメント昇龍〈藤下の水引購入と子供たち

韓勢間関名余りの農民が力を合わせて作成〉が出適えてくれました。受付の

職員に案内をお顕いし、昇蓄量に導かれるようにピカピカに謄かれた韓普段で2

瞬へ。難的展示学習コーナーでは、 fハチは知っていた/離母起護軍J r鑑o

サイエンスJ r美しさを与えられた騒音J r費量震の鑑産業J r環境時代的観j

誼どのコーナーから離に関するヒト e モノ，コトを分輩、与やすく紹升。機能

離や特難事去、金時覇王宇和紙人罪妻、本号iモニュメント恕どの属議があ暫ます昭

和紙人野拡 1難住晶り、和範襲撃塑作家 内議語講薬の件品 f事量出の伝説j草野

離だすで、これ程的作品を作り上げる技に圧輔されました。新宮にある f霊

的轟Jp守的 n¥ま拡むかしミュ--;;アムjlこも作品が晶る的で、是非、見て

みたいと麗いました。案内の職員母方が説鞠上手で見学に時轄をか貯たので、

手すき体重量や本引き体鞍拡出来ませんでしたが、もう-81:みんなで来るチャ

ンスを作って体験できればいいですね。

こめ畿、鑑めまち資料豊富へ母 1轄』こは、車内で生産されている各種離童書品

の展示@期売室や不職事@護霊童襲撃まコーナー。 2構』こは、離の生産工程がわか

る麗示室、紙量豊きが体験できる鑑識き実習室、*引車麓工や鞍t.i，どペーパーク

ラフトの棄しめる学習室。 3瞬i主改装中でした。全体的にこぢんまりとした

費料館でした。

屡示鞠で特に興味を引いため誌、 F井戸主事告整型 32号』捕護軍から輔された島

大久野島で重量議された毒ガスを轟艦長暴弾にした的ですが、その騒車語体り 4こ範

われた離が麗議されています。こんにゃく輔で離を璽柏村け蝿輯作りをした

のは動員された女学生でした。

1贈の盟E売扇で離製品を買って費軒舘を出たの詰問2時を轟ぎていました。

簡単立墨食をすませ、鋸轄につきました。 A.M 
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昨年 4月から今年の 3月三で，愛瑳新閣の四季裁を執筆してきました。

左京のことをいろいろ書:つもうで引き受けたのですが，特わってみま

レたら，そのほとんどは妊長長や出産，育児にまつわるエピソードとなり

ました。 しかしながら 9 妊娠も出産も，現率 1え 11ヶ月になる息子の

育児も，すべて告然視察そのものなのですから仕方がありません。

執筆を柊えて半え，毎週の締め切りがないのはいいものですが，一方

で息子の記録が賎らない寂しさも感じています。そこで， くらしの学習

会の紙面を借りて，続きを害かせていただこうかと思いつきました。息

子が人になってしまって，観察が面台〈な〈古るまでの間，おイ寸き令い

いただけましたら幸いです&

今年の 10月，息子が 2歳になりますc 赤ちゃんが笑いz 言葉を理解!.."身ぶり

手ぶりで意思を伝えoようになると，動物の一種としてのとトから 3 社会民存在と

しての人へ変化を感じそものですが，言葉を話すようになると 3 ますます入らしぐ

なるものです。

息子も例外ではなく rパパJに始まり， riつんわんjP 「パイパイJ，iどうぞーJ，
fだ、っこj などと 1歳 5ヶ月の頃から今まで，話せる単語の数がどんどん増えて

いますc最近で;土「あれ?ム「え ?jと疑問を表現したりちわー(こんにちは〉J3

72λー(おやすみ)J などの挨拶も覚えM 人らしさに磨きがかかってきました。

一方， iほまほえましく見守るば7かÒ~込りで、?ば土γい'ら才れLない場面もありまヲ

ある日のことでで、す。息子の手をひき歩いていたら，足の動きに合わせて「いっし

ょ，いっしょJと言うではありませんか。どうやら「よいしょ，よいしょj と言っ

ているつもり力ょうですゐ

その様子をかわいいなと忌いつつ私の頭の中には一つの疑問が生まれJていまし

た。どちらかと言えば子どもに似つかわしくない「よいレよJ どいう言葉をどこで

覚えたのかという疑問です。息子は私とほとんど一緒にいるわけですから，彼の開

く音のほとんどを私も聞いて1，¥るはずですc あれとれと患いをめぐらせても，心当

たりはありませんでした。

しばらくたったある日，また気になることが起こりました。遊んでいた息子が，

不愉快そうに「も一九と言ったのです。どうやら思い通りにならないことがあっ

たようです。そのとき，ようやく私は，息子が自分の言葉をまねていたということ

に気がつきました。この「も一!Jという言葉に， rrも--~は牛の鳴き声でしょ J

と母に注意された幼い頃を患い出したのですc

それからというもの，息子の言葉やしぐさから我が身をふり返る毎ヨを送ってt，'; 

ます。自分の無意識の行動が息子によって再現されるというのはあま C居心地の良

し、ものではありませんから，私は今，息子と一緒に自分も育てているような気分で

すG

ところで，お~J 、しいものを食べたときの「うまいじ，向かを拒否するときの「イ
1プノ.'ヤ司と γ，う言葉は保育関で覚えたようですから おそらく私¢責任ではありま

せんo (1r . ~) 
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9月 21日、総選挙後の特別国会では、第 89代総理大臣が誕生し、第3次小泉内

閣が発足した。

同時に東温市にとっても満1歳の誕生日である。また、この日は第4回東温市議会

定例会一般質問の日。官頭、高須賀市長は「小さくてもきらりと光る、住んでみたい、

住んで、よかったと言われる街づくりを今後も進めていきたいjと話された。平成の大

合併で、愛媛県下 70市町村が 11市9町(松前町、松野町は合併なし)になった。

11市の中で一番人口の少ない東温市であるが、総事業費 542，361千円(うち町費分

212，500千円)をかけた田窪地区区画整理補助事業の広大な土地には槌音が響き、濡

酒な住宅が次々と建ち、将来賑やかな街並が想像出来る。しかし、直ぐ近くの個人ス

ーパーは賑わっているかというとそうではない。人口減少の傾向にある中、東温市は

この 1年で 130人増えたととは喜ばしい。合併により制度は変わったものの、私達

の毎日の生活が変わったという実感はない。

そんな中、 9月議会が気になり 9月初め久々に東温市のホームページを開いてみた。

議会情報にもくらしのカレンダーにも日程の記載がない。

9月 13日初めてホームページに書きとみ(質問)をしてみた。 rgJJ語会のElfI否

者会縁語互に拶或Lてずさ(， 10 (t?[，のオLンダーにデず岳認識‘L，~:いの11，どヲL づこどで、L，J: j~っと。

一週間後の 9月 20日に回答があった。「ポ-t.へ。-:/{二却す3b'厚い合わぜについて、

9ノザ議会のElfItごつ(， )てほ、長握手'id~-þ.へ。-:/'，の治:合案庁の薪者修語互に指或Lでおク

~すがど安芸ずi.È 9/6記或);議会伊話rttoiiiどは道場Lでおぼぜん。ご'1f!o1のと8ク、議会停

語rttoiiíや(t?L，のオ~/:夕、、ーの才ポ l t? tÆ3ことがで‘'ð3~タ/::L， て(， lðK いと，~(， l~ ずので、，手、

授とtb'え伊きのA~"こすい~L，ス::t?b'jf7t?ぜoきさ(，10 Jと回答があった。東温市公式ホー

ムページは枠組みだけ(形式)は出来ているが中身を充実して欲しい。一般市民の私

達が市の情報を得る手段は、「広報とうおんj とホームページしかない。議会情報画

面に議場の入り口に置いてある運営日程表と一般質問通告者一覧表(発言順位・発言

者氏名・発言要旨)を事前に掲載して欲しい。また、 9月のくらしのカレンダーにし

ても 9月 25日現在で(9月 21日(水)さくらの湯平日入館料半額キャンベーンな

ど) 4項目のみ。市民に知らせることがこんなに少ないのかとがっかりする。

さて、本会議。傍聴者は男性8名、女性6名。一般質問通告者は 10名。 3人の質

疑応答が終り休憩に入った時に退席し、自宅でインターネット中継を見ることにした。

11時過ぎに議会中継を見ようと試みたが「サーバーセッションの数が制限値を超え

ましたjということで画面が映らない。制限値を超えたというからには回線がふくそ

うしているということ、何人が見ているのだろう。後日、議会事務局へ制限値の数を

確かめてみたところ 5名というととだ、った。
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午後からは再開の 13:00にアクセスした。映った。用事をしながら耳を澄まして

いた。総て終ったのは 16: 150 

くらしの学習会が進めている自然・環境保護に関することを、今回 2人の議員が質

問した。@自然の中で育てる環境問題については、「上林森林公園が新しい公園にな

り、風穴ゃそうめん流しなど多くの観光客が訪れた。この地区には蝶のアサギマダラ

が多く見られ、また、県の天然記念物に指定されたが今では見られなくなったベニモ

ンカラスシジミの生息地でもあり、豊かな自然の中で生物が生きていける環境を」と。

@見虫の保護区の設置については、「かすみの森公園の土手にはウマノスズクサを食

草とするジャコウアゲハが生息している。との地域を管理している国交省と連携し管

理は市民、看板は国交省など行政と市民の手で群落を守り蝶の飛ぶ環境を作って欲し

いJと。とれに対する答弁は「ジャコウアゲハは都市部にも広がり、絶滅危倶種でも

稀少種でもないので保護区の設置はむずかしいj と。「生息していると言ってもそん

なに多くは無い。環境教育の面からも考慮し、現場を見ていただいて検討を願いたいJ

との再質問があった。 (S• K) 
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使

用

実

態

で

岩

川

例
)
大
西
佳
一

一
孝
男
市
教
委
次
長
は
「
八
月

子
(
無
所
属
)
桂
糟
善
吾
(
同
)
』
の
調
査
で
、
南
吉
井
小
学
校

竹
村
俊
一
(
間
)
山
内
考
二
の
合
併
浄
化
槽
機
械
室
と
重

(
同
)
佐
藤
寿
兼
(
共
産
)
一
信
給
食
セ
ン
タ
ー
の
排
水
処

近
藤
千
枝
美
(
公
明
)
佐
伯
一
理
施
設
で
使
用
さ
れ
て
い

}
た
」
と
報
告
σ

給
食
セ
ン
タ
ー

一
は
統
合
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完

一
成
次
第
撤
去
す
る
と
し
た
。

一
公
共
施
設
の
耐
震
化
対
策

一
で
別
府
頼
房
総
務
部
長
は

一
「
市
内
の
学
校
は
本
年
度
中

一
に
耐
震
診
断
が
終
了
。
補
強

一
工
事
も
順
次
進
め
て
い
る
。

一
一
時
避
難
所
と
な
る
集
会
所

一
な
ど
の
耐
震
診
断
は
今
後
の

一
検
討
課
題
」
と
答
弁
し
た
。

一
同
市
上
村
の
か
す
み
の
森

一
公
園
に
生
息
す
る
ジ
ャ
コ
ウ

一
ア
ゲ
ハ
の
食
草
ウ
マ
ノ
ス
ズ

一
ク
サ
を
刈
ら
な
い
よ
う
に
と

一
い
う
要
望
に
対
し
加
藤
章
保

一
健
福
祉
部
長
は
「
チ
ョ
ウ
が

}
ま
れ
と
い
う
わ
げ
で
は
な
い

一
の
で
、
推
移
を
当
面
見
守
り

一
た
い
」
と
し
た
。

一
教
斜
書
採
択
を
め
ぐ
る
教

一
育
委
員
会
の
非
公
開
理
由
を

一
間
省
吾
教
育
長
は
「
メ
ー
ル

一
や
フ
ァ
ク
ス
が
大
量
に
送
付

一
さ
れ
る
な
ど
異
常
な
環
境

一
で
、
教
育
委
員
へ
危
険
が
及

一
ぷ
可
能
性
が
あ
っ
た
」
と
説

一
明
し
た
。

8 

補
正
予
算
な
ど

9
議
案
を
上
程

(
日
日
・
定

東

温

市

:
例
)
一
般
会

計
補
正
予
算
二
億
六
千
二
百

一
一
一
十
九
万
円
(
累
計
百
八
億

二
千
百
七
十
二
万
円
)
な
ど

九
議
案
、
議
員
提
案
二
件
、

意
見
書
一
ニ
件
を
上
程
。
ニ

O

O
四
年
度
一
般
・
特
別
会
計

な
ど
の
決
算
九
件
を
認
定
し

た
主
な
補
正
予
算
は
、
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
実
施
設
計
委

託
料
二
千
五
百
万
円
マ
た
め

池
改
修
工
事
補
助
事
業
費
千

百
二
十
万
円
マ
市
有
建
築
物

ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
委
託
料
三

百
九
十
三
万
円
ー
な
ど
を
計

上
し
た
。

議
員
提
案
で
は
議
員
の
調

一
査
研
究
活
動
に
必
要
な
経
費

に
充
て
る
と
し
て
、
議
員
報

酬
と
は
別
に
議
員
一
人
に
月

一
万
五
千
円
を
交
付
す
る
政

務
調
査
費
交
付
条
例
案
を
提

案
し
た
。

解
体
旧
川
内
町
舎

石
綿
の
使
用
な
し

理
事
者

東
.
混
.
市
(
同
日
・
定

:
例
)
旧
川
内

町
舎
の
解
体
に
伴
う
ア
ス
ベ

ス
ト
(
石
綿
)
の
調
査
に
つ

い
て
、
理
事
者
は
「
設
計
、

解
体
の
各
業
者
と
市
職
員
が

合
同
調
査
し
た
結
果
、
飛
散

す
る
よ
う
な
ア
ス
ベ
ス
ト
の

使
用
は
な
か
っ
た
」
と
説
明

し
た
。学

校
給
食
食
材
の
地
麗
地

消
に
つ
い
て
、
同
省
吾
教
育
一

長
は
「
主
管
す
る
農
林
披
興

課
と
協
力
し
、
農
協
な
ど
関
一

係
団
体
と
協
議
し
て
、
地
麗
一

地
消
の
方
向
に
持
っ
て
い
き
一

た
い
」
と
述
べ
た
。
↑

議
員
の
政
務
調
査
費
が
月

額
一
万
五
千
円
と
算
定
し
た

基
準
に
つ
い
て
提
案
者
の
片

山
益
男
議
員
は
「
県
内
外
の

自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
し

た
一
と
説
明
し

E
。



楠博幸先生より、レイチェル・カーソンの「沈黙の春Jを読むようすすめられた

のは、 10年前頃だ、ったろうか。「春になっても烏のさえずりが問えないj農薬によ

る環境汚染と動物への影響の問題を、世界で初めて敢り上げた 1962年に書かれた

本である。それから約 30年後の 1996年にコルボーン女史の「奪われし未来jが出

版され、内分泌撹乱化学物質(環境ホルモン)が生物に及ぼす影響の深刻さを問題

提起した。

しかし、この時も「沈黙の春jと同様に企業や政府関係者から激しい反論にあう。

環境ホノレモンの一つ、ピスフェノーノレAが学校給食に使われている食器(ポリカー

ボネイト)からの溶出しているととがわかり、県内でも使用禁止にした市町村も多

い。今、日本の 20代の男性の精子は 40代の男性の半分である。このショッキング

なデーターに国はあわてて何 10億とし1う予算を組んだが、遅きに失した感がある。

薬害エイズと同じで情報開示を遅らせた結果が未来を担う子ども達の健全な発育

に及ぼす影響は著しい。

このような資料や一般質問を読み返していた時、「追い風、向かい風j という一

冊の本が届いた。添え書きに「このほど、これまで書き留めてきたものをまとめ、

自分史として上梓し、たしました。ご笑覧下されば幸いです。有重由紀子jとあった。

愛媛新聞の四季録などを通じて、有重さんを知る人は多いと思うが、機関紙「つぶ

やき」を発行している「西条くらしの会jの代表である。有重さんは、有吉佐和子

さんの「複合汚染」を読み、初めて農薬ホリドーノレの恐ろしさを知ったことと、 1974

年に禁止された殺菌剤AF2 豆腐が長持ちし大量生産・遠距離輸送が可能)が食

品添加物として認可される前から、一部の学者が、その化学構造から危険性を訴え

たにも拘わらず、メーカー・厚生省の癒着により添加物として認可され、外国では、

どこも許可していない添加物を 9年間食べさせられたことを知り、家族に安全な食

べ物を出すには、自分自身が勉強するしかないと患い、 20年前に「西条くらしの

会j を始めたそうだ。

機関紙「つぶやきJは、環境と平和そして食べ物の大切さに取り組んだ有重由紀

子さんの足跡である。発行されるたび送っていただいたが、その内容を通じて有重

さんの化学に基づいた分析(大阪女子薬学専門学校、現大阪薬大卒業)信念を持っ

た行動力に感服したものだ。労に対して報われることは少なかったが、彼女は常に

10年先、 20年先いや 100年先を見越して行動を起こしたのである。機関紙「つぶ

やきJを通じて今を如何に生きるか、何をなすべきかを示唆してくれた。 30年間

9 



の市民運動は生半可なものではなかった。愛媛の地の活動であったため、草の根的

な広がりにならなかったのは残念で、めるが、愛媛にこのような女性のいたととを誇

りに思う。

以上4人の女性達に患いを馳せたが、権力や企業の圧力にも屈せず勇気を持って

環境汚染による影響が野生生物だけでなく、し γずれ人間にも及んでくるとしづ警鐘

を鳴らしたその偉業に敬線する。

しかし、女性科学者達が声を大にして訴えたのに対し、どうゅう政策が展開され

ただろう。地球規模で混暖化防止を呼びかけながら、世界の C02排出量の4分の l

を占める米国は、経請不利益の理由で「京都議定書」から離脱した。撞を挙げて地

球温暖化防止のため、環境先進国としての模範を示すべきなのに、日本は米田と密

接な関保にありながら説得できなかった。この世界に及ぼす影響は大である。因み

に、百本企業の C02排出量は約8t討を企業部門が占め、家庭部門が 2割である。呂

本でもC02の排出量は増え続けている。との企業部門め排出量をどのような制度を

適用し減らしてい〈のか、真剣に向き合わなければ次世代どころか未来永劫に負の

遺産を残すことになる。世界のリーダー達に人間の心を取ち戻して欲しいもので、あ

る。私達も、自らがその問題を作ってし 1るど同時に解決策を持っているととを自覚

し、温暖化防止に取り組まなければならない。そして、人が作り出した有害物質の

次世代への影響を極力防がなければならない。

さて、東温市が発足して 9月 21日で 1年を迎えました。最初はギクシャクした

面もありましたが、ゆるやかに 2つの町が合流しはじめ、行政も変りつつあります。

行政を動かす本当の力は、住民 a人ひとりの「点検行動Jrまちっくり提案Jだ

と思います。共に考えアイデ、ィアを出し合ってし、く方法がとられるといいですね。

設 fliJ

くらしの学習会が井戸端だより 50号記念と併せて、自然再生「ジャコウアゲハj

と共にと題して蝶の絵はがきを作った。夏休み中に酒だる村を訪れた子ども達約

4.00人に一枚づっ進呈した。日を輝かせて「絵はがきと同じ蝶がし、たよj と教えに

来る子「ジャコウアゲハ上覚えてねJと私c ととのほかお母さん達が喜んだのには

驚いた。彼女達も疲れてーいる 3 向然のIflで子どもと一緒になって蝶やトンボ・バッ

タと遊ぶのも必要なのかもしれないっ心身ともにヲフレッシコーして、明日に向かつ

て生きて行って欲しいものであるO

(2005年 9丹21n 記 諸伏静江)
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「
ゃ
っ
ば
ワ
大
人
域
信
用
で
き

な
い
」
と
若
者
逮
が
再
境
学
習

す
る
こ
と
に
な
る
と
し
た
ら
悲
し

過
ぎ
ま
す
。
ワ
ン
フ

L
iズ
ポ
汁
ソ

テ
ィ
ッ
ク
ス
が
お
得
意
の
総
理
で

す
が
、
ふ
'
後
は
言
葉
を
尽
く
し

て
皆
が
納
得
し
て
高
み
を
分
か

ち
A
A
M

い
え
る
様
、
説
明
安
保
を
果

た
し
て
殺
し
い
と
思
い
ま
す
。

品
取
し
い
財
投
状
況
の
も
と
、

公
務
員
を
減
ら
し
た
い
の
で
あ

れ
ば
、
都
市
部
の
国
公
立
病
院

の
閉
鎖
も
考
え
て
も
良
い
惑
に

思
い
ま
す
。
都
市
部
に
は
民
間

の
毘
諜
機
関
が
お
ふ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
様
な
患
ま
れ
た
、
所
に

敢
え
て
国
公
立
高
琉
を
成
す

必
要
は
無
い
と
思
え
ま
す
。
そ

れ
よ
れ
ノ
今
、
島
地
ハ
部
か
ら
フ
ェ
ザ

ー
を
建
っ
て
遠
く
日
離
れ
た
都
市

ま
で
通
っ
て
い
る
経
産
婦
の
一
姿
を

自
に
す
る
時
、
僻
地
に
こ
そ
総

て
の
誇
籍
科
の
充
実
し
た
公
的

病
院
を
創
る
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
。
産
品
市
の
地
域
格
差
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
と
思
う
か
ら
で

す
。
小
さ
な
政
府
を
司
拾
し
無

駄
遣
い
を
減
ら
す
う
』
と
は
賛
点

で
す
が
採
算
を
及
升
一
札
し
て
で

も
一
人
ひ
と
う
の
安
心
と
安
全

を
守
る
為
の
自
民
り
は
~
忘
れ
て

欲
し
く
な
い
の
で
す
。

今
年
十
一
月
に
は
、
皇
民

党
は
改
憲
に
南
け
て
の
草
案
を

ま
と
め
る
方
針
の
様
で
す
。
会

民
党
を
ぶ
つ
壊
す
と
古
い
つ
つ
、

合
身
の
出
'
身
派
間
は
今
や
最

大
派
閥
と
し
て
戎
り
、
新
人
議

員
連
は
「
!
?
泉
チ
ル
ド
レ
ン
」
と

か
「
小
泉
牧
場
」
と
か
称
さ
れ

総
理
圭
轄
と
な
る
様
で
、
ま
す

ま
す
島
民
党
的
な
部
分
が
強

化
さ
れ
た
様
に
さ
え
思
え
ま
す
。

そ
ん
な
自
民
党
が
ど
ん
な
草
案

を
提
示
す
る
の
か
、
じ
っ
く
ワ
見

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
仰
総
選
挙
培
、
議
会
制

民
主
主
義
の
手
棋
を
全
く
無

一
札
し
た
解
散
で
び
っ
く
り
し
ま

し
た
が
、
憲
法
を
、
変
え
る
時
は

案
参
両
院
一
一
一
分
の
ニ
以
上
の

賛
、
点
の
後
、
「
国
民
投
票
」
が

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
日
が

来
て
、
慌
て
な
い
様
司
ん
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
の
一
議
玲
教
を
与
え

ら
れ
た
ん
て
」
そ
、
与
党
は
騎
る

こ
と
な
く
、
景
え
が
上
向
き
と

言
わ
れ
な
が
ら
も
自
ら
命
を

絶
つ
人
が
薄
を
絶
た
な
い
現
実

を
し
っ
か
り
受
け
止
め
誠
実
に
、

留
氏
一
人
ひ
と
つ
を
見
捨
て
な

い
政
治
を
行
っ
て
殺
し
い
と
願

う
ば
か
ワ
で
す
。

私
が
あ
れ
こ
れ
熱
く
な
っ
て

い
る
傍
ら
で
、
プ
ラ
ン
タ
!
の
パ

セ
リ
を
食
べ
て
黄
ア
ゲ
ハ
の
幼

虫
が
育
ち
、
幻
想
的
な
羽
化
の
様

子
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
舗

に
な
っ
て
十
ニ
司
自
、
や
わ
ら

か
く
光
沢
の
あ
る
ハ
ネ
を
広
げ

た
瞬
間
、
ま
わ
り
の
景
色
め
総

て
が
止
ま
っ
て
い
彼
女
(
?
〉
に
さ

け
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当
っ
て
い
日

る
様
な
え
守
か
す
る
往
日
夫
し
い
も

の
で
し
た
。
あ
の
景
色
の
手
五
模

様
の
美
し
さ
は
、
今
も
自
に
挽

き
つ
い
て
い
ま
す
。
今
夏
由
夜
、
高
に

幸
せ
を
感
じ
た
一
日
で
し
た
。

(瓦
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日
暮
れ
が
ず
い
ぶ
ん
と
早
く

な
り
ま
し
た
。
運
動
会
や
秋
祭

り
の
準
備
の
音
も
埼
え
て
き
ま

す
。
』
号
、
夜
虫
遣
の
音
車
中
会
も
盛

ん
で
す
。
穏
や
か
に
持
が
流
れ

ザ
」
い
ま
主
?
。

し
か
し
、
今
年
の
夏
培
、
ア
メ

リ
カ
南
部
を
襲
っ
た
ハ
ワ
ケ

i

ン
、
カ
ト
リ
!
ナ
や
日
本
各
地

に
ゲ
ヲ
ラ
患
を
巧
を
も
た
ら
し
た

台
風
十
四
号
な
ど
自
然
災
害

の
恐
さ
と
多
さ
が
自
立
ち
ま
し

た
。
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
で
は
二
週

間
以
上
経
っ
た
ん
7

で
も
水
江
‘
完

全
に
は
引
い
て
い
な
い
と
言
い
ま

す
。
超
大
菌
、
超
先
進
国
ア
メ

リ
カ
が
こ
れ
ほ
ど
の
ダ
メ

i
ジ

を
受
け
て
い
る
こ
と
自
体
侠
か

に
は
信
じ
ら
れ
な
い
思
い
で
す
。

そ
し
て
今
、
次
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
、

オ
フ
ィ

1
7
7が
東
海
岸
を
窺

っ
て
い
ま
す
。
地
球
混
援
化
が

す
す
め
ば
、
ま
す
ま
す
台
風
や

ハ
リ
ケ
ー
ン
が
大
き
く
強
く
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
南
極
で

は
年
々
気
温
が
上
が
り
、
体
温

調
節
機
能
、
が
、
充
分
で
は
な
い
ペ

ン
ギ
ン
の
ヒ
ナ
速
が
次
々
に
死

ん
で
い
る
と
言
い
ま
す
。
棚
氷
も

例
年
に
な
い
多
さ
で
融
け
て
い

る
と
も
言
い
ま
す
し
、
今
年
の
オ

ゾ
ン
ホ
j
ル
の
大
き
さ
は
特
別

だ
と
も
報
じ
ら
守
れ
て
い
ま
し
た
。

つ
い
先
日
、
松
山
で
一
今
す
寸

で
き
る
エ
コ
ラ
イ
フ
2

一
あ
講
習
会

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
〈
冷
痔
温

、
足
は
二
八
度
C
以
下
に
〉
〈
買

物
は
徒
歩
か
自
転
車
で
〉
〈
地

産
地
消
〉
な
ど
が
語
ら
れ
た
様

で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な

努
カ
の
積
み
重
ね
が
大
き
な

h

成

果
を
も
た
ら
す
、
』
と
は
理
解
で

き
ま
す
。
し
か
し
今
は
為
政
者

一
人
ひ
と
り
が
危
機
惑
を
持
っ

て
、
規
制
を
か
け
て
で
も
溢
暖

化
を
止
め
な
く
て
は
な
ら
な
い

持
が
来
て
い
る
様
な
気
が
し
ま

す
。
人
間
の
弓
々
の
営
み
の
全
て

が
な
ん
ら
か
の
形
で
環
境
に
負

担
を
か
け
て
い
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
祐
実
の
総
て
が
環
境
と

拘
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
貯
に
銘
じ

て
攻
治
活
動
を
行
っ
て
殺
し
い

の
で
す
。
特
に
国
際
関
の
争
い
が

最
大
級
の
環
境
破
没
に
繋
が

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
展
途
が

正
し
く
機
能
す
る
、
』
ど
を
切
望

し
ま
す
。
安
保
理
の
常
任
理
事

国
入
り
よ
り
も
、
そ
ち
ら
に
清

熱
を
傾
け
て
殺
し
い
も
の
で
す
。

郵
政
民
営
化
の
是
非
を
た
っ

た
一
つ
の
争
点
に
仕
立
て
行
っ

た
今
回
の
総
選
挙
で
は
、
自
公

連
立
与
党
は
衆
議
沈
の
三
分

の
ニ
を
超
え
る
議
席
を
護
得
し

圧
勝
し
ま
し
た
。
改
憲
以
升
は

総
て
与
党
の
思
い
通
り
に
な
る

議
員
数
で
す
。
若
い
人
達
が
圧

倒
的
に
自
民
党
を
支
持
し
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
ら
ば
投

等
の
期
待
を
裏
切
る
こ
と
の
無

い
様
、
技
等
に
事
ノ
と
希
望
の
持
立

て
る
世
の
中
を
構
築
し
て
殺
し

い
と
初
望
し
ま
す
c

選
挙
・
中
は

税
、
調
案
に
よ
る
増
税
は
し
な
い
、

と
し
て
い
た
に
も
リ
拘
わ
ら
ず
、
早

速
ニ
O

O
七
年
か
ら
定
、
卒
減
税

全
暑
が
検
討
さ
れ
て
い
る
様
で

す
。
「
減
税
を
、
廃
止
す
る
の
で
あ

っ
て
増
税
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と

な
の
だ
そ
う
で
す
が
、
彼
等
法
ど

う
受
け
止
め
る
の
で
し
ょ
う

3



こ
の
と
こ
ろ

く
ら
し
の
学
習
会
例
会
に
も

参
か
で
き
ず
原
稿
も
出
さ
ず
a
.
.
 

と
失
礼
、
ば
か
り
で
す
。

今
回
も
書
い
て
は
み
た
も
の
の
、

出
し
て
い
い
の
か
ど
う
か
迷
っ
て
い

古
仇
'
し
土
ん
。

書
け
な
い
の
は
、
日
項
物
事
を

き
ち
ん
と
考
え
て
い
な
い
為
だ
と

思
い
ま
す
。
く
ら
し
の
学
習
会

参
か
で
き
れ
、
ば
少
し
は
考
え
も

(
 

ま
と
ま
る
か
も
@
・
・

次
の
機
会
に
お
会
い
す
る
の
を
'

率
引
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

f
f
¥
ド
¥

今年は私にとってめでたい年なんだと思う。 5月に長女が挙式、 7月に友

人の怠子さんが結婚されて披露宴に招待され、 9月に長女の披露宴、 10月は

姪のそして 11月は甥の結婚式である。めでたし1ことがこれほど続くのは私に

とって珍しいととである 3

今年はもう一人めでたいことが続いている人がいる。小泉首相である。国

民の過半数は反対していたと思うのに、イラクへ自衛隊を派遣し今のところ

死傷者を出していないc 北朝鮮の投致問題は棚上Ifなのに、その責任を小泉，

首相に問いただす風潮にない。屋氏一人当たりの借金が 700万円になったと

いうのに、声高に小泉批判をする国民は少ない。郵政民営化を参議院に否決

されたといって衆議院の審議をやり直しせず、即、衆議院を解散する小泉首

相に国民の怒りの声は届かない。それどころか、今度の選挙結果は小泉首相

を満面の笑顔にした。これだけ幸運に恵まれた人は珍しいだろう。

さて、小泉首相のめでたさはこれからも続くのだろうか?続くことは日本

国民にとって、国にとって吉いことなのだろうか?めで、たい小泉首相の陰で

国民はお目出度い人々になっていないだろうか?“自民党をぶつこわす!" 

という首相の言葉が選挙向けの言葉だけに終わらないで、、日本の政治が少し

でも良い方に軌道修正されることを願っている。日本国民にとってめでたい

年になるのはいつのことだろう? (R • r) 

{長期外出兎よりブブックスにて晶いたJ草稿てす。]
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「うまつあ、今(1)土多いなあ3J金属・ガラスめゴミの田収口、 45Lベ

ーノレのゴミ袋は、ベットフードの雫き缶で、あふれていた。ゴミを増や

してしまった罪の意識を感じていたところ、前ページの新聞記事に議

した。ベットフードの空き缶など 20年前には見られなかったと。うー

ん内反省J でも、私が缶のベットフードに手を出した理由を少し言い

訳させてもらおう。たかがベットフード、されどベットフード。犬の

えさ一つ選ぶのにも、いろいろ道のりがあったのだ。

3年前、子犬を餌い始めた3 かわいくてたまらない。フードには、栄

養パランスに優れているという高級ブランドの00を選んだ。アメリ

カ製で包装もおしゃれレずっとそのフードを費用していたコ ドライの

粒状のものである 3 ところが、アメリカの食肉業界の実情を書いた本

Z令 んで驚いた。食肉を取り除いた間分や劣悪な肉などは、ベットフ

ード用どして利用されると O しかも、肉の処理の仕方もかなり杜撰だ

とし1うO

危ないなあ。アメリカ製から却、国産にきりかえた。国産のブーた

は、アメリカ製に辻ベて、治っ!まくなく車齢、感じごやはり変えてよか

ったと思ったc しかし、しばらく科月しているうちに夏が来た。患外

で、飼っているため、暑さで食欲が落ちてしまった。自先の変わったも

のをと買ってみ士のが缶のフードとの出会いだ。オーストラリア製と

あるから狂牛病の心配はないだろう。喜んでベロリとたいらげたので、

こちらもうれしくなり、 f手円告をやるととに Q そしてゴミ箱は、空き

缶のrLJとなっていったのだ勺た。

以上が、缶のフーにぞ償ったいきさつだが、缶にも気になる点があ

った。あの、においだ。使ったことのある方はわかると思うコ入勺て

いる肉も形成肉で、ちょっと不気味なので、ある o 20年前にはなかった

ものなら、なくてもすむはずc 私は決意した。自分で、作ってやろうと 3

14 



犬が食べられないのは、玉葱などの硫化アリノレ系の野菜と、いか・

たこなど。骨がのどにささらないよう魚や肉はほぐしてやる。濃い味

付けや香辛料は控えるなどの点に気をつけてやればいい。人間の食事

を作るとき、それら食べられないものを除いて、ごはんなどを加え、

たいてやる。たとえば、カレーを作る際、玉葱を除いた材料を5311なべ

でたいてやればいいだけだc 栄養的には、人間より蛋白質やカルシウ

ムの割合を多くする。 トマトを少し混ぜてやると、おなかの調子がい

いみたいだ。人間と違い文句を言わず喜んで食べてくれるのもかわい

い。こんな簡単なことをなぜ、しなかったのだろう。一昔前は、当たり

前だ、ったはずなのに。粒のフードも缶もまだ買い置きがある。いざと

いう時はそれを使えばいいが、今後も出来るだけとのやり方を続けて

いこうと思う。ゴミも号、ロである。

ベットの食事に照らず、人の食生活もしかり。食べるだけの状態に

なった加工食品の氾濫、スーパーのお惣菜コーナーの充実には異様な

ものを感じる。確かに便利ではあるが、それで心の充足、満足感まで

は得にくいように思う。少しの手間を惜しむことによって、人として

の感性まで失われるような気がする。暮らしの中で、手間やわずらわ

しさを受け止め、自分にできるととをささやかにやっていく。その中

にも小さな幸せや楽しみは見つかるはずだ。私たち一人一人がほんの

少し暮らし方を見つめ直すことが、ゴミの減量につながるのではない

かと思う O ベットフードから自戒も込めていろいろなことを考えた。

最後に、最近読んだ本で関連のある書物を紹介して終わろうと思う。

『地球 買いそノ白書』 どこからどこへ研究会

fいのちの食卓』 辰巳芳子

(E. K) 
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家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
内
容
を
却
旬
以
上
に
わ
た
っ
て
分
析
し
た
京
都
市
の
調
査
で
、
便
利
さ
と
快
適
さ
を
追

ノ
求
じ
輔
け
て
き
た
私
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
蜜
砲
が
浮
き
静
り
に
な
り
ま
し
た
。
結
果
に
よ
る
と
、
最
も
大

川
輯
ぽ
旗
っ
た
の
は
台
所
の
「
宝
ご
み
」
唱
そ
れ
を
埋
め
合
わ
せ
る
よ
う
に
加
工
食
品
の
包
装
ご
み
や
、
手
を
つ
げ

ず
は
捨
て
ら
れ
た
食
べ
物
が
増
え
て
い
ま
し
た
。
通
信
販
売
の
普
及
を
反
映
し
て
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
P
R誌

、
島
近
距
多
く
な
り
‘
初
年
前
は
ほ
と
ん
ど
克
ら
れ
な
か
っ
た
ペ
ッ
ト
用
品
や
大
人
用
の
紙
お
む
つ
も
目
立
つ
よ
う

に

ー

な

っ

て

い

ま

す

。

(

永

井

靖

一

一

)
出
る

ご
み

@
増
え
る
審
構

京
都
市
は
加
偉
か
ら
、
昔
な

が
ら
の
町
家
が
並
ぶ
市
指
地
の

悶
悶
田
中
心
部
、
二
戸
建
て
の
多
い
市

制
北
部
、
専
問
層
の
集
合
住
宅
が

舘
多
ハ
川
市
南
部
で
そ
れ
ぞ
れ
対
象

地
区
を
決
め
、
年
1
回
(
叩
5

日
月
)
、
半
月
ほ
ど
の
期
間

に
、
合
わ
せ
て
約
2
0
0世
帯

か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
の
内
容
を

詳
し
く
調
べ
で
い
る
。

家
庭
ご
み
、
資
顕
ご
み
、
小

型
金
属
類
に
分
別
し
て
出
さ
れ

た
ご
み
を
、
約
3
0
0品
目
に

よ
り
分
け
て
重
さ
や
容
積
を
は

捜い捨て型化急速に
家
庭
ご
み
の
調
愛
風
景
。
手
作
業
で
仕
分
け

し
て
調
べ
る
ハ
低
年
四
月
、
京
都
市
内
で
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@
環
境
に
翻
意
も

簡
便
信
、
使
い
捨
て
製
品
開

閉
聞
の
ご
み
が
増
え
て
い
る
の

は
、
意
だ
け
で
は

Ro--純
音

お
む
つ
(
部
管
増
、
刊
山
戸
リ
ッ

ト
ル
増
)
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー

(
5

・4
一
方
増
、
日
叩
ミ
「
リ

ッ
ト
ル
増
)
な
ど
に
も
そ
盈
額

向
が
う
か
が
え
る
。
特
に
紙
拘

む
つ
は
、
部
年
に
な
か
っ
た
大



行フてみた中国

8月四日昼頃松山を発ち、直行便で

上海へ。所要時間 1時間半。国内旅行

なみの手軽さである。今回は夫の南京

国際学会参加に随行したのである。学

会に参加する夫の教え子で私の日本語

の教え子でもある東北林業大学(ハル

ピン)の先生が学会の後ハルピン・北

京に招待してくれたので、声をかけて

くれるうちが華と初めて中国に足を踏

み入れる事にしたのである。ただ、最

近の日中関係に鑑み、直前まで本当に

行けるのかどうか心配していた。小泉

さんの靖国不参拝の思恵か?

上海空港からはパスで 1時間、人口

1600万の上海の街を見ながら駅へ。ニ

ューヨークを思わせる高層ピル群、洗

濯物を突き出した棒に干している庶民

のアパート、壊れかけた家、高速道路、

平屋の屈が密集したぬかるんだ小路、

高級車、自転車、大移動を思わせる荷

物を持った人々・・・何ともアンバラ

ンスな眺め。どちらも今の上海だ。駅

前の広場は、人・人・入、人に酔って

しまうほど。鉄道は、始発駅でも発車

予定時刻の3分前しか開門しないので、

全員乗り終わった時は予定を 20分も

過ぎるのは必定だが、こんなものだと

思えば誰も文句は言わない。時刻表に

締めつけられて事故が起きたどこかの

国とは思想が違うようだ。中国の電車

はドイツの規格を取り入れたというこ

とで線路の幅が広く、車両もゆったり

しており揺れが少ない。一応駅に着く

前に車内放送があるが、静かに駅に止

まり、静かに駅を出発する。駅名もよ

く見ないと確認できない。3時間余りで

南京へ。しかし南京駅が改築中で、宿

泊予定のホテルは駅のすぐ近くだとい

うのに、そこを通り過ぎて、南京晋駅

というところでおろされてしまった。

17 

騒議議選盛議孟言書
結局またタクシーに乗って 30分でホ

テノレへ。ホテルに着いたのは夜の 9時

半頃だ、った。簡単に足を踏み入れた中

国だが、国内の移動は実に大変ではあ

った。

次の朝、ホテノレの近くを散策した。

南京駅は、ホテルから歩いて 2分c 出

来れば素晴らしく立派なものになる。

駅前整備も敷地が広いからか余裕があ

る。植栽にもよく配慮されている。駅

の前は玄武湖で、木の散歩道が湖の周

りについている。魚を釣っている人、

散歩している老夫婦、 トランプをして

いる人、ポーズをとって結婚写真を撮

ってもらっている人、ボートに興じる

入、色々だ。玄武湖公園にも入ってみ

る。広いので、圏内を 1周する車に乗

る吊

街の中心へも歩いて行って、昼食は

鮫子屋に入る。鼓子の中身が色々あっ

て、指定して注文するのだが、漢字か

ら中身を想像して注文した結果、想像

通りのものもそうでないのもあった。

それでも漢字は便利だ。パスに乗って

みた。普通 1元(15円)、エアコン付

きなら 2元、次から次へと来て便利な

交通手段だ。長江(揚子江)の偉大さ

を見たくて、近くまでパスに乗り歩く。

Ji!と言うよりは海だ。大きな船が停泊

している。長江大橋を歩くとその大き

さを実感できるとガイドブックにあっ

たが、修理中で、出来なかった。中国は

今至る所で、建物、道路などの改築、

新築の工事中で、世界中の鉄鋼が中国

に集められているというのが実感でき

る。 24時間工事が行われているので、

前の日にあった建物が、次の朝には無

くなっているというのもよくあること

で、私自身も経験した。

南京は、プラタナスの並木が素晴ら



しい。それも、向然に大きくなったの

ではなくて、どの木も同じ様な形で(じ

字型)のびている。纏足ならず纏枝し

たのだろう。車の運転は撞めて恐ろし

い。歩行者擾先の意識はないようで、

危ない光景をよく見た。車問士でもち

ょっとでもひるんだ方が負けだc 故.':;-

交通事故も多い。立派な道路に建物・

設舗など、ハード面の整備は素晴らし

いが、それを運用する入、ソフト面jが

それについていっていない感じだ。ス

ーパーでもレジでの割り込みはしょっ

ちゅう、怒っても引き下がらない、逆

走してくる車、信号ーを守らない人と

自転車専用道路を走る車、傍若無人に

広い道路を横切る自転車など・-課題

は多い。 しかし、街自体の活気 a エ夕、

ノレギーを感じた。

孫文のお墓中山陵を見学3 立派だυ

孫文は字を中山と L〆、い、今でも改革の

父として菓われている。 北京で亡くな

った孫文を、中華民国ゆか力の地であ

る南京に-!1使って葬ったわけだが、

民族・民生。民権の三民主義を掲げた

彼が本当にこのような立派なお墓を喜

ぶだろうか?と、ふと疑問に患ったニ

明の太担洪武帯(朱元産)のお墓明孝

陵も見た。世界遺産とあるが疑わしいc

清朝に破壊されて再建するも毘根の部

分は再建されなかったらしい。清朝は

民族の達し功、らか、明朝のものをかな

り破壊したということは色々なところ

で見て取れた。夫子廟は 4i世紀創建の

孔子廟で、昔科挙試験を受ける人達が

お参りに来たとか。今も受験生が来る

という。裏手に発展した歓楽街は下町

情緒溢れる「南京の浅草」と言われて

いるとか。建笑uヨの足場に竹を使って

いるのには驚いた。日本では余り利用

しないので、竹が異常繁殖して因って

いるという話を聞くが、高層ピノレロBij

lS 

として、こんな竹の手1];弔もいいのでは

ないか。ところで、中国ではタクシー

も庶氏の足となっている。初乗り?元

で目的地まで確実に運んで、くれるので

よく利用されているコ中国から来た留

学生が中国のつもりで日本のタクシー

に乗り、余りの高さにびっくりしたと

いう話はよく開く。

国際学会iこ;士、夫達が学会参加の間

随行者のツアーが必ず用意されている 0

2年前のルーマニアの学会でも一緒だ

ったアメリ力、カナダの夫人と再会、

共に参加。今回はオーストラリアの先

生が両親を連れて7きていたため、その

両親も参加、他にフィンランド記入、

ノシーマニア 4入、イラン 1入。英語の

通訳として車京林業大学の助教授(女

性)が民行、素晴らしいガイド振りだ

ったo i日総督府、ここは太平天国の革

命政府、係文の中華民国臨時政府、蒋

介石の国民政府の中心があったところ、

;i人ゆかりの建物が集まっている。庭も

すばらしい。南京市民族博物館では切

り絵の名人の実演、米粒等IJ、さい物に

絵を書く芸術、人形劇などが面白かっ

た。立度ζのツアーは南京から 100K.m

程離れた楊州へ行った。ここでは痩西

湖公国など、立ヶ所の公園を見学。 j鵠と

自然の石を使った造形、建物、四季を

意識した庭など、が景自の中で、解け合っ

て美しかった。船にも乗って、操縦し

ている人の中国の歌を聴いた。大明寺

は、鑑真ゆかりの寺、日本人の旅行者

も多く訪れるのか、途中の道しるべに

平仮名を見つけた。

学会最終日の前日いつもバンケット

と言って正式な晩餐会がある O この日

i土、身だしなみを整え、全員参加する。

いくつかのテーブルに分かれて盛り上

がる U 私達のテープノレはノレーマニアの

大学の先生、中間の大学の先生と一緒



だった。共通語は英語だから、国際学

会に参加す毛といつももう少し英語がi

出来たらと思うが、帰ったらすぐ忘れ

てしまうのでいつまで、経ってもと達し

ない。ところで南京の名物はアヒル料

理、豆腐料理、境き鼓子、どれもおい

しい。 中国のワイン (Greatwall銘所)

も地ピーノレもおいしかった。

最終日お別れランチパーティーには

出ないで早朝ホテノレを出て、南京空港

からハ/レピンへ3 空港べは東北林業大

学の車がJffiえに来ていた。中国では普

通大学がホテルを経営して一般の人も

泊まれる。ハルピンでは、大学のホテ

ノレに福泊c 一殻のホテルと比べ遜色な

い。直ぐに昼食をここのレストランで。

招待してくれた先生の奥さんに 3年振

りで再会し抱き合った。彼女も私の学

生だった〉今や大学の専任日本語教師

?なっている J ハルピンヒにつレl土中間

で一番古いピーノレ。料理も南京とはま

た遣い水位子 b ピーナツ料理、魚料理

がおいしかった3 午後夫は学長などの

要人と会い、私は奥さんの案内で大学

の構内を案内してもらう。巨本語教室、

使用教材なども昆せてもらったが、余

り充実していないようだ。図書館は実

に立派。香港の富豪がどこの大学にも

実験棟などを寄付しているとがで、南

京でもここでも名前入り建物を見かけ

た。大学も建築ラッシュ、中に飯場が

あって 24時間工事しているようだ。特

に夏休みの今はかきいれ時なのだ、ろう。

中国の大学は全寮制、構内に寮も、ス

ーパーも、銀行もあって、イ可でも聞に

合うとか。構内の広さ、大きさ、続の

多さには驚く。競技場があって、不較

産崖の運動会をしていた。外部にも大

学の施設を貸すのだそうだ。 使用料は

取るらしいc 学生がし1たるところで勉

強しているのには驚いた。新年度が開
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もなく始まるためか、新入生歓迎の垂

れ幕もよく見かける G

次の日、夫は大学院生に講漬、私は

奥さんと息子さんの案内で街の見物に。

先ず、シベリア虎の保護国へ。サファ

リノふークのようにこちらが控のような

パスに乗って虎の生息地を回るのだが、

途中生きた鶏で、虎を間近に集めて、

それを投げるというのがあったが、こ

ういうのに弱し1私はずっと日をふさい

でいた。餌を勝ち取った虎は、一頭だ

けでそれを平らげるようだ。決して他

の虎にやらない。自然の世界は厳しい。

弱し1定はどうやって生き残っていくの

かυ

ハノレピンl士、ロシアの影響を受けた

建物が残っている。ロシア正教のソフ

ィア教会、中央大衝のロシアの建物群、

ここは歩行者天国になっているので安

心して歩ける。音楽に合わせて水が出

る噴水など帝京とは全く違った感じを

受ける G ごとのスーパーで、よく開く

扉のないトイレに遭遇。恥ずかしくな

いのか平気で用を足している女性に唖

然。幸い私の所は押さえていないと開

いてしまうが扉があったので助かった3

ハルピンは冬が美しし 1らしい。 -20度

ぐらいで厳しい冬だが、雪祭りは札幌

の比ではないらしい。また冬に是非来

てみたい3

午後は、彼女の家にうかがった。素

晴らしく広いお宅。息子の部屋も 10畳

以上あって広々している。勉強の課題

が山のように積まれている O 息子が

色々話をしてくれた。まだ忘れていな

い日本語で。 H本でいじめられた話、

切れて暴力をふるった話、中学に入っ

て名前が知れ渡ってい士こと、陸上部

での楽しい練習、友達と作った洞窟、

魚釣り、タケノコ堀、 IlJの t二から見た

きれいな夕日の話c 現在、中国の中学



生で-生を左右する高校受験が近い。

中国の勉強は覚えることばかりで、 iミこ
来余り役に立っとは思えないがしなけ

ればならない。もし日本に行った経験

がなければこんな勉強ばかりで自分は

駄目になっていそかをし計レない。いじ

めら計レた経験があっても、日本が好き、

H本で経験したことが良かったと言っ

てくれたことが何より嬉しかったc 来

て良かった。彼と日本での再会を約束

した。

ハノレピンを後にして、先生と共に北

京へ。北京空港へは、天のもう一人の

教え子の教え子が車で迎えに来てくれ

た。先生の先生は先生だ、と、ハうことで

色々案内してくれたc 人民大会堂に勤

めているもう一人の教え子の案内で普

通の見学者では見られない所も見せて

もらったc 中国の者はそれぞ、ホノに会議

室を持っていて、その内装、読度、壁

画などがそれぞれ趣向を;語らし素晴ら

しい。大会議場で;之、壇上の机iこ掠錦

涛の名札を見たc 中にある劇場では抗

日勝手Ij60年を記念して口本軍からの

解放の劇をしていた)これも反日教育

の A 環か。人民大会堂の尾上から見る

天安門広場及び開辺の眺めは最高だっ

た。その後、天壇公開へ。明代に天地

を記る為に建設。天を去す円形と地を

表す四方形が組み合わされて出来てい

る。広い、大きい、麿史の重みがある G

晩ご飯は創業 1446年の庄で有名な北

京ダック c 直ぐ近くでコックがダック

を切り分けてサーピスしてくれる。そ

れを数子の皮を両面焼いたようなもの

の上に載せ、キュウリ、白髪ネギと共

に、みそをつけて巻いて食べる。おい

しい。夜は、有名な王府井を歩き、天

安門広場に出てみる G 夜だというのに

すごい人だかり O

次の日は、故宮博物館へc とても半

どG

がc (T' H) 

特設事殺事殺事
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|一一泊の!
葉がゆれ、風が心地良く感じら!

!れる頃となりました。!

! 夏のお疲れはとれましたで!

iしょうか。 I
j 相の国会では、小泉総理の i
!所信表明演説コとちらはまだま|

!だ夏の続きがありそうですね。 I
i 今回の 51号、メンバーこぞ i

iつての投積ありがとうござい!

;ました。編集者として、真っ先 j

iに原稿を読ませていただく恩|

!典に裕しながら、楽しい時間を!

ih丈毒敦苓古川続的千~ι ~!持つことが出射した。 I

i (8 . K) 

くもら骨撃望書畿でi童、議題事事重量重量寵毒事襲むて輸量産す。 ¥ 

活動会員 2，000円/年 購読会員 1，000円/年 i 
振込先口座番号(郵便局) くらしの学習会

問合せ先

01610・5司 21026

TEL/FA_X 089-964伺6蜘

E-mail:kt・hayashi@niftycom
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